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──Malcolm Lowry の酒場詩編を読む──
横 内 一 雄
Synopsis: Malcolm Lowry is known for his prose works, but he also
wrote poems, which have escaped critical attention to this day. The
present paper aims to assess Lowry’s poetical achievements, focusing
on the“Cantinas”poems that constitute Part III of his unpublished
collection of poems, The Lighthouse Invites the Storm. In these poems,
Lowry follows the Western tradition of drink poetry, especially
decadent poems about alcohol in the previous century, and seeks to
compromise the apparently contradictory requirements of this genre: to
refine poems soberly and to remain drunken. To meet this challenge,
Lowry seems to employ casual styles while loosely conforming to poetic
patterns. My point is that Lowry achieves by this means the exquisite
balance between careless appearances and deliberate effects, indulgence
and discipline, and intoxication and poetry.
1．は じ め に
思うに，歩みが高揚すれば踊りとなり，語りが高揚すれば歌となり，水が
高揚すれば酒となる。古来，詩と酒が固い絆で結ばれてきたのも故なしとし
ない。Anacleon の昔から Charles Bukowski まで，あるいは李白から Omar
Khayyam に至るまで，文字通り古今東西の文学において飲酒詩の伝統は連
綿と受け継がれてきた。まさに Marty Roth が言うように，“Drink poetry
is found in all literary cultures”（315）なのである。一方，20世紀前半の
いわゆるモダニズム文学の担い手の中にも，酒の主題に取り憑かれた作家は
多い。中でも生涯に飲んだと推定される酒量，作品の中で酒が占める位置，
そして何よりも作品自体の文学的価値において，James Joyce, Ernest
Hemingway, William Falkner, Malcolm Lowry をこの分野の四大酒聖と
呼んでみたくもなる。
３０５
本稿ではこのうち Malcolm Lowry（1909−1957）の飲酒詩──とりわけ
未刊の詩集 The Lighthouse Invites the Storm の第 3部“The Cantinas”
（酒場詩編）に収められた諸編──を取り上げて読解を試みるが，特に次の
点に留意したい。すなわち，精巧な飲酒詩というものは存在しうるか，ある
いは存在してよいかという問題。酩酊状態で書かれた詩は，飲酒詩としての
真正性は高いが，詩としての完成度は低くなる。逆に，覚醒状態で書かれた
詩は，詩としての完成度は高いかもしれないが，その酩酊の主題は偽りであ
る。端的に言えば，酔っ払いの書いた詩など読むに堪えないが，明晰に書か
れた飲酒詩というのも興醒めである。この逆説は，西洋飲酒詩の始祖である
Anacleon（c.582 BC−c.485 BC）も直面していたと見られ，Athenaeus
（fl. 200 AD）が次のように伝えている。
But Anacleon, who made all his poetry depend upon the subject of
intoxication, is a singular case. For he is maligned for having given
himself over in his poems to laxity and luxury, though the many do
not know that he was sober while engaged in composing, and that,
being an upright man, he merely pretends to be drunk, though
there is no necessity for his being so.（Deipnosophistae X. 429 b;
443−45）
すなわち，彼は飲酒詩の創作において，放縦と享楽に身を任せているように
見せながら，実は素面であった。逆に言えば，素面でありながらわざと酔っ
たふりをして周りにそう信じ込ませていたのである。この絶妙な均衡感覚
──というよりも，均衡感覚を欠いているように見せかける技量──こそ
が，飲酒詩の醍醐味ではない
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か。Lowry はそれをどのように実現していた
のか。その問いに答えることが本稿の目的である。
結論から言うと，Lowry は酩酊と覚醒，放縦と規律，猥雑な主題と精密
な技術の間を行き来するにあたり，それを詩型との戯れという形で演じてみ
せたように思われる。彼が詩集 The Lighthouse にどのような意図を込めた
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かは想像の域を出ないが，作中の酒場詩編 13編──この数自体いわゆる
baker’s dozen で，定式への順応とそこからのず
 
れ
 
を同時に示唆している
──は，一見ばらばらの形式で書かれてはいるものの，全体としてはどうや
らソネット形式を志向している。定型への志向とそこからの逸脱，その両義
的な身振りの中に，本編の飲酒詩としての工夫は集約されているのではない
か。そしてそれは，無頼派を気取る読書家，肉体派を演じる知性派，アメリ
カに渡ったイギリス人，それでいて最後にはやっぱり母国で酒に溺れて急逝
した作家自身の両義性を物語るものでもあろう。
2．「この，死せる，時間帯」
Lowry は通常散文作家，それも小説 Under the Volcano（1947）一作に
よって名を残した作家と目されている。それは確かにそうなのだが，一方で
彼は他の多くの作家同様，自分のことを第一に詩人と考えていた節がある。
彼が 15～16歳の時に最初に発表した作品の一つは“Der Tag”という詩で
あった。翌年には友人と組んで数編のジャズ・ソングを創作している。以
来，彼は 47歳で死ぬまでに生涯で少なくとも 479編の詩を制作している
が，これは単純に計算して平均 3週間に 1編の割合で詩作をしていたこと
になる。もちろん，その全てが完成品でなく，多くは折り節の雑感を詠み込
んだ occasional poems に過ぎないが，中には“Peter Gaunt and the
Canals”のような長大な物語詩もある。19歳で Conrad Aiken に師事した
のも，彼の作家としてだけでなく詩人としての資質に惚れこんでのことであ
ろう。二人の往復書簡を紐解くと，Lowry は師に小説についてよりも詩作
について多くの助言を求めている。実現に漕ぎ着けなかったものの，生涯に
二度詩集の出版を画策したことも，Lowry の詩への情熱を物語っていよう。
こうした Lowry の詩作を作家の余技と見るべきか，真剣な創作と見るべ
きかは評価の分かれるところである。そもそも小説の創作自体，彼は職業作
家のように器用にこなしたわけではなかった。実体験から離れない，どう見
ても売れ筋とは思えない小説を書いては直し，直しては破棄することを繰り
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返し，生涯に二度原稿を紛失もしくは焼失している。生前に出版された長編
は二編で，死後には膨大な草稿ばかりが遺された。代表作の Under the
Volcano にしても，いわゆる物語性のある作品ではなく，弟子の David
Markson に言わせれば端的に言って“It is a poem”（218）である。それ
を考えるならば，Lowry の本当の詩的業績がこれまであまり顧みられなか
ったことは不思議としか言いようがない。もちろん，作家の死後に Selected
Poems（1962）を編んだ Earle Birney を始めとして，Lowry の詩を議論
の俎上に載せようという試みはあった。1992年に綿密な校訂と詳細な書誌
を付けて Lowry の全詩集を出版した Kathleen Scherf は，その時点までに
Lowry の詩を論じた 39 件の書籍ないし雑誌記事を列挙している
（Bibliography 399−400）。しかし，彼の詩がそれ自体で“worthwhile”
（238）であると主張した Mark Ellis Thomas と，そこに“more critical and
scholarly attention”（Introduction 3）を呼び込むことを目論んだ Scherf
自身の仕事を除いて，いまだ目立った業績は出ていない。
とはいえ，Lowry は 1940年に Aiken に“principally I don’t care about
the Volc［Under the Volcano］because I’m writing poetry all the time
now”（Aiken and Lowry 150）と書き送るほど，詩作に情熱を傾けていた。
現実の読書界にインパクトを与えられなかったことは別として，彼の詩編を
正面から取り上げ，そこに最大限の意味を読み込む価値はあるだろう。The
Lighthouse，ないしはその中の酒場詩編がどの程度熟慮を経た形で今に残
されているかは定かでないが，例えば Lowry が 1937年夏に Aiken に送っ
た 4編の飲酒詩のうち，1編だけが酒場詩編に採用されて残る 3編が外され
た（The Letters 43−46）ことを考えると，同詩編が単なる collected poems
ではなく一定の思惑をもって構成された連作であるとは言えるように思う。
以下，そのような前提で 13編から成る酒場詩編を眺めてみたい。
そのような目で眺めると，酒場詩編の第 1番はいかにも連作の劈頭を飾
るに相応しい。
How did all this begin, and why am I here / At this arc of Bar with
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its cracked brown paint? / Papegaai, Mezcal, Hennessey, Cerveza, /
Two slimed spittoons, no company but fear：（I. 1−
2
4）
ここではの
 
っ
 
け
 
から「これ」（this）の始まりが問われている。「これ」とは
文脈上酩酊状態を指すのだろうが，詩人はその起源を思い出すことができな
い。気が付いたら彼はそこにいて，不安に苛まれながら各種の酒を飲んでい
るのである。この一見奇妙な状況は，この時期の Lowry が Under the
Volcano の主人公同様，前の酒の酔いから醒める前に次の酒を飲んでしま
うアルコール中毒症者であったことで説明されるだろう。朦朧とした意識の
中でふ
 
と
 
我に返る瞬間，それが本編の幕開けなのである。そしてこの始まり
の唐突感は，各詩行の韻律構成によっても強調されている。仮に弱音節を
×，強音節を／で韻律分析してみると，／×／××／×／××／，××／×
／××／×／，××／×／／×／××／×，×／×／×／×／×／となり，
弱強格（iambus）ないしは弱弱強格（anapaest）を基本に構築された詩行
において，1行目の出だしが弱音節を欠いて強音節の“How”で始まってい
るのが目立つ。そこには，前置きを欠き，いきなりハッと目覚めて周りの状
況を問う詩人の驚きが表現されていると言えるだろう。
一方，この 4行はいずれも強音節を 5個持つという具合に分析できるこ
とから，五歩格の定型を志向していると見ることもできる。中でも秀逸なの
は，4種の酒を並べて詩行にしてしまった 3行目だろう（Papegaai とは，
Ackerley の注釈［245］で指摘される通り，オウムを意味するドイツ語
Papagei の崩れた綴りで，安ブランディーの謂いである）。およそ詩興とは
程遠い酒の名称を一見無造作に並べ，スペイン語圏アメリカの雰囲気を醸し
出しながら，それを英詩の伝統である五歩格に収めるという離れ業で，真面
目なようでふざけている，ふざけているようで真面目であるという，本編を
貫く念入りな飄逸味を過不足なく発揮している。そして詩行は進み，4行目
が 1行目と脚韻を踏む（here/fear）ことで，突然思い出したように最初の
四行連（quatrain）──脚韻構成を敢えて付けると abca──を結ぶ。
もっとも，詩は完璧な定型を順守しながら進むのではない。各行の五歩格
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が一定のリズムを刻んでいるわけでないことは既に見た。そのリズムは，歩
みながら縺れ，縺れながら歩む酔客の千鳥足さながらに，規則と不規則の間
を揺れ動きながら進む。次の 4行も／×／××／／××／，×／×／×／
×／×／×，／×／×／×／×／×，×／／×／×／××／×と，不安定な
拍を採りながらもかろうじて五歩格を保ちながら進み，変則的な脚韻構成
（bddd）とともに第二の四行連を形成する。そして次の段階に進んだところ
で詩はこう結ばれる。
But no company, no company but fear : / Fear of the blowing
fountain, and all flowers / That know the sun are my enemies, /
These, dead, hours?（I. 9−12）
9行目は 4行目後半の再現であり，昼間から酒に溺れる詩人は花咲く泉，向
日性の花への怖れを詠いながら，脳髄の痺れるような酩酊状態へと回帰す
る。
ところで，この最終行はどのように理解すればいいのだろうか。9行目か
ら 11行目までは，先行行と同じく××／×／×／×／×／，／××／×／
×／×／，×／×／×／／×／と五歩格を保つものと解釈できる。しかし，
12行目はどう見ても 3音節で五歩格には足りない。仮に本詩を最初から自
由詩だと見ていれば，最終行が短いことは何の問題も引き起こさない。実
際，1930年代までにはモダニスト詩人らの自由詩は既に詩作の方法として
定着していた。しかし，ここまで見てきたように定型を期待して読むからこ
そ，最終行には欠落の感覚，もしくは途絶の意識といった特別な効果が生ま
れる。仮にこれを／／／と強音節 3つに数えるとして，それがあと 2つの
強音節を残して途中で途絶すると考えると，この行──延いては本詩全体
──が寸足らずのうちに終わったと見られることになる。一方，この 3音
節は特別な長さを伴って読まれ，強音節 5つに匹敵する重さを持つと解釈
することもできる。3語の間に置かれたコンマは，強音節の代理を務める休
止符を暗示し，そうした読みを促す（／ ／ ／）。さらに行末が hours とな
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っており，10行目の flowers と脚韻を踏むことも，こうした解釈を裏書き
するだろう。すなわち，この最終行は定型詩型を前提にすることによって，
詩人の唐突に途絶する意識をも，はたまた間延びして薄れゆく意識をも表現
しうるのである。
さらに言えば，この詩を単独で読むかぎりにおいては，四行連 3つから
成る 12行詩と見なされることになるが，13編の酒場詩編全体の中に位置づ
けると，14行から成るソネット形式の崩れた形と見ることもできる。例え
ば，第 2 番は aba’bcdc’efghfh’g，第 5 番は abbaacc’adee’fdf，第 6 番は
abba’cddcefeggf，第 11番は abbaacc’adefdef，第 13番は abbaabbacdecde’
の脚韻構成を持つ 14行詩である（次第に完全なソネット形式に接近してい
るのが分かる。ちなみに第 5番には，英詩における代表的なソネット詩人，
Shakespeare と Donne の名が読み込まれていることも意味深長である）。
さらに第 3番は後に述べるように複雑な脚韻構成を持つ 13行詩，第 4番は
不規則な脚韻構成を持つ 13行詩という風に，14行詩を志向しながら途中で
途絶したような体裁を持っていると見ることができる。こうした酒場詩編全
体の文脈の中に置けば，第 1番は事後的に「途絶したソネット」という性
質を帯びてくるのである。言うまでもなく，そこで浮かび上がってくる 2
行半の欠落詩行は，再び酩酊の中に沈んだ詩人の意識の闇，文字通り「こ
の，死せる，時間帯」を表象／反表象していると言うことができるだろう。
この定型と反定型の弁証法こそは，酒場詩編を貫く Lowry の方法なのであ
る。
3．「我，両大陸間に磔にされり」
このように定型と反定型の間をたゆたいながら，律義なようでず
 
ぼ
 
ら
 
，ず
 
ぼ
 
ら
 
なようで律義な詩学を展開してみせる Lowry だが，その遊び心と真剣
さは詩の主題と密接に関連している。ここからはもう少し各詩の内容に立ち
入り，Lowry の詩情の由って来たる所を推し測りながら，彼がそこで紡ぎ
出してみせた独自の主題を焙り出してみたい。
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まずは先にも言及した第 3番を取り上げる。酒場詩編全編の中でもとり
わけ Lowry の遊び心が発揮された快活な作品だが，その興趣は定型詩型と
の緊張関係の中でこそ賞味されよう。“Memory of the Hospitality of
American Barmen”と題されたその詩編は次のように始まる。
We reserve the right to refuse to anyone, pal. / Yeah, and that
means you, four eyes, with the wheels, and hell ! / Don’t tell me
you’re a diamond and put / It on the slate, or that your heart is fat,
/ Or that your landlord can’t wait to break it. / What’s that? It’s
broken already? Well, that’s that. / A spade’ll pick your grave if
grave you merit. . . .（III. 1−7）
一読して，卑俗な口語で綴られた詩だと分かる。表題にもある通り，恐らく
はアメリカ人バーテンダーの一人称語りにより，彼が高慢な酔客相手に雑言
を浴びせている様子を模写している。ここで「眼鏡を掛けた男」（ four
eyes）と言われている酔客が Lowry 自身を指すのか定かではないが，もし
そうだとすれば，自分を罵ったバーテンダーを視点人物に据えて自己を対象
化したユーモラスな作品ということになる。そして，彼自身が浴びたかもし
れないこの雑言を感情的に受け取るのでなく，一歩突き放して眺めることを
可能にしているのは，この荒っぽい雑言をそのまま典雅な詩型に収めた詩人
の技術にあるだろう。
先にも述べたように，各行は基本的に弱強もしくは弱弱強を基礎とする五
歩格よりなる──××／×／××／×／×／，／××／××／××／×／，
×／×／×／×／×／，×／×／×／×／×／，×／×／×／／×／×，×
／×／××／×／×／，×／／×／×／×／×。殊に 3～4行目は diamond
を 3音節に読めば完璧な弱強五歩格になる。脚韻構成はやや複雑だが，全 13
行の行末を見ると，pal, hell, put, fat, it, that, merit, here, fear, nickel,
her, inherit, fickle となっており，1行目と 2行目，3行目と 4行目と 6行
目，5行目と 7行目と 12行目，8行目と 9行目と 11行目，10行目と 13行
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目がそれぞれ不完全韻（ゆがみ韻 slant rhyme）により緩やかに結ばれてい
る。そして，1行目から 12行目までが基本的に五歩格を順守しているのに
対し，最終行だけ“And even God is fickle”と寸詰まり（6音節，弱強三
歩格）に終わっているところが，第 1番最終行の途絶を想起させる（この
詩の場合，文字通り神の気まぐれにより途絶した印象を与えるだろう）。こ
のように，アメリカ人バーテンダーの粗野な発言が実は定型詩型に収まるよ
うに練り上げられており，しかもきれいには当てはまらずにず
 
れ
 
ているとこ
ろに，詩人の遊び心がありまた精巧な技術がある。
ところで，こうした遊びには先例がある。Lowry が実際に参照したかど
うかは不明だが，アメリカ西部の俗語を詩に導入することを図った Bret
Harte に，酔客を撥ねつける酒場の女給を語り手に据えた一編がある──
“So you’ve kem ’yer agen, / And one answer won’t do? / Well, of all the
darned men / That I’ve struck, it is you. / O Sal! ’yer’s that derned fool
from Simpson’s, cavortin’ round ’yer in the dew”（“Penelope”1−5 ;
596）。Harte はす
 
れ
 
っ
 
か
 
ら
 
し
 
の女給の憎まれ口を三歩格 4行と八歩格 1行
から成る連に押し込め，さらに脚韻も ababb と規則的に踏みながらこれを
数連重ねて歌謡に仕上げている。Aiken に師事し，粗野な土壌に生まれた
アメリカ詩人に共感を寄せた Lowry であれば，Harte の詩風に共鳴してい
てもおかしくはない。
このように，Lowry の酒場詩編は詩史の中で単独に咲いた花ではなく，
多くの先行詩人に負うている。とりわけ，飲酒に付き纏う負の側面，酩酊が
もたらす苦痛や恐怖を詠うとき，彼の声は 19世紀後半のデカダン詩人のそ
れに似る。
Most nauseous of all drinks, what is your spell? / You are cheap,
you are the whore of potions; / You are impalatable, you are the
way to hell; / You are insatiable of ravagement, you / Are the worst
of libations!（VII. 1−3）
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ここで詩人は，彼を虜にする酒を娼婦に喩えている。吐き気，酒，魔力，安
っぽい，娼婦，毒，地獄，飽きない，破壊，最悪，神酒……。ここにあるの
は全て Charles Baudelaire が好んだ，あるいはいかにも好みそうなモチー
フである。酒のもたらす至高の快楽と苦痛を女性のそれに喩える発想は，例
えば Baudelaire の“Hymn to Beauty”（原題“Hymne à la beauté”）の
裏返しである──“Come you, o Beauty, from the sky profound / Or the
abyss? Infernal and divine, / Your glance sheds sin and blessing, and
confounds, / And you can be compared in this with wine”（“Hymn to
Beauty”1−4; 57）。また，Lowry の詩を締め括る次の詩行は，Baudelaire
的感性を受け継いだ「酒と女と薔薇の詩人」Ernest Dowson の，黄金の葡
お り
萄酒を飲み干した後に残る「苦蓬のように苦く，痛みのように辛い」残滓を
詠んだ詩行をかすかに反響している。
Under your acid spell, quite wanting only you, / Loving only you, we
wait only our balm / For the heart’s next recession to its false calm.
/ ─But would you were only friend, not mistress too!（VII.16−19）
This was a mistress, this, perhaps, a friend. / With pale, indifferent
eyes, we sit and wait / For the dropt curtain and the closing gate: /
This is the end of all the songs man sings.（Dowson，“Dregs”8−
11; 148）
お り
Dowson はグラスに残った惨めな残滓を眺めながら，捨てた行きずりの女，
疎遠になった友人を想う。一方の Lowry は，彼を魔力で縛る酒が，せめて
性に訴える娼婦でなければと願う。そして両者とも，悲痛な想いを抱えて無
気力の時間が過ぎるまで，ただ座して待つのである。
酒の力で脳髄を破壊された Lowry の詩想は，時にゴシック風味の都市の
幻想を生み出すこともある。“I have known a city of dreadful night, /
Dreadfuller far than Kipling knew, or Thomson . . .”（VIII. 1−2）と始ま
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る第 8 番は，言うまでもなく James Thomson の長編詩“The City of
Dreadful Night”および Rudyard Kipling による同名の短編小説に拠って
いる。恐らくは中編小説 Lunar Caustic/Swinging the Maelstrom（1968/
2013）にも描かれた精神病棟への入院体験を詠っているのだろうが，その
小説同様，歪んだ影や迫害妄想など，ドイツ表現主義映画を髣髴させるイメ
ージ群へと雪崩れ込んでいく──
The policeman’s shadow swings against the wall, / The lantern’s
shadow is darkness against the wall; / And on the cathedral’s coast
slowly sways the cross / Which are wires and the tall pole moving
in the wind─ // And I crucified between two continents.（VIII. 9−
13）
殊に 13行目はカフカ的悪夢を喚起するとともに，実際に両大陸を跨ぎなが
らアルコール中毒に倒れた亡命作家の運命を壮大なスケールで形象化してい
る。そしてこの行は，1行だけ前後から孤立しており，ここを除いて 4行ず
つで連を形成する全 16行の詩において，定型を破壊する役割も担ってい
る。もしくは文字通り，第 3連と第 4連の間で十字架にかけられている，
と言うべきだろうか。本詩は，第 1 連こそ xaxa と断続韻（intermittent
rhyme）を踏んでいるかに見えながら，その後規則的な韻を踏まなくなり，
各行の音節数も乱れがちで，ついに 13行目で連も崩れるため，結果的にモ
ダニズム風の自由詩に近くなっている。アルコールの影響による迫害妄想が
精神の均衡を崩し，その混乱が定型の破壊を招いていると見ることができよ
う。実際，この第 8番を中心に第 7番と第 9番を合わせた 3編が，集中で
最もソネットの詩型から大きく逸脱した詩編になっており，いずれも飲酒の
苦痛，酩酊の恐怖を詠っていることが注目に値する。その不規則な詩型は一
見出鱈目で，いわば酔っ払いの弁舌を反映しているようにも見えるが，実際
にはその定型からの逸脱し具合にこそ細心の注意が払われるべきなのであ
る。その意味においても，アルコール中毒による詩人の磔を形象化した第 8
酒 聖 絶 唱 ３１５
番の 13行目は，酒場詩編全体の中でもへ
 
そ
 
の位置を占めていると言うこと
ができる。この山場を乗り切ると，酒場詩編は次第に定型への志向を回復
し，集中およそ最も完璧にソネット形式を踏襲していると言える最終の第 13
番に至る。
4．「我は独り飲む」
ということで，最後に連作の掉尾を飾る第 13番，題して“The Last Man
in the Dôme”を読んでみたい。第 1番が「始まり」を詠ったのに対応し
て，ここでは文字通り「最後」が詠われる。全文を引用しよう。
Where is the finely drunk ? Is the great drunkard ? / This
imponderable small mystery / Perplexes me at midnight constantly:
/ ─Where is he gone and taking whence his tankard? / Where are
they all gone, my friends, the great unanchored? / They moan no
more at bars, none put to sea; / A shake of the will and they dream
most easily, / Livers at last of lives for which they hankered─ /
Endless corridors of boots to lick, / Or at the end of them all the
Pope’s toe. / Where are your friends, you fool? you have but one, /
And that a friend who also makes you sick─ / If much less sick
than they; and this I know, / Since I am the last drunkard: I drink
alone.（XIII.1−14）
各行の音節はまちまちだが，かろうじて五歩格に読め，脚韻は先述の通り
abbaabbacdecde’と，ほぼ完璧なソネット形式を備えている。だが，その優
美な形式とは裏腹に，詠まれているのは誰もいなくなった酒場の光景。いつ
までもだらだらと飲み続ける詩人の呟きが活写されている。語調はカジュア
ルだが，きれいに脚韻を踏んでいるせいか，奇妙に引き締まった印象も与え
る。詩人は自分以外の酔客が皆帰ってしまったことを嘆き，「美しい飲みっ
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ぷりの者」「偉大な酔客」の不在を悲しむ。彼ら「偉大な，錨を抜いた人た
ち」は今や消え，容易い夢を見る者たち，切望した生活を手に入れた者た
ち，権威に媚びる者たちばかりになり，彼らは酒場で呻きもしないし，海に
出ることもない──と，ここまで読み進んで，読者はこれが単なる酔客を詠
った詩ではないことを知る。詩人の言う「偉大な酔客」とは，すなわち偉大
な飲酒詩人のことであり，生活に根差さず，安易な夢を見ず，安楽な生活を
手に入れず，酩酊の海に出続けるデカダントのことを謂うのであろう。Lowry
は矮小化してしまった同時代人のことを嘆き，恐らくは往時の Harte,
Baudelaire, Dowson, Thomson ら，前世紀の偉大な飲酒詩人のことを懐古
しているのである。彼らの時代は過ぎ去り，気が付けば詩人ひとりが酒杯と
ともに取り残されている。そのような光景を幻視し，ぞっとするような寂し
さを覚えながらも，自分が最後の一人になっても飲み続け，歌い続けようと
決意する……。何と真剣で不真面目な，そして馬鹿馬鹿しいようで切実な詩
であろうか。こうした真面目なのか冗談なのか分からない感興を，優美なソ
ネット形式に載せて謳い上げるところに，飲酒詩人 Lowry の力量がありま
た飄逸味がある。その生涯の思想は最後の一句に凝縮して表現されていよ
う。明らかに I stand alone という定型句を踏まえた，そして恐らくは I sing
alone という音を背後に響かせながら宣言する，“I drink alone”──蓋し
絶唱であろう。
注
1 一方，Horace は詩作における酩酊を擁護して次のように述べている──“If
you follow old Cratinus, my learned Maecenas, no poems can please long, nor
live, which are written by water-drinkers. From the moment Liber enlisted
brain-sick poets among his Satyrs and Fauns, the sweet Muses, as a rule, have
had a scent of wine about them in the morning. Homer, by his praises of wine, is
convicted as a winebibber. Even Father Ennius never sprang forth to tell of arms
save after much drinking”（Epistles I.19.1−8; 381）. つまり，水を飲む詩人の作な
ど薬にもしたくない，というところか。
2 Lowry の酒場詩編からの引用については，典拠を作品番号と行数で示す。そ
の他の詩作品からの引用については，各詩の行数の後に使用テクストのページ数を付
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す。
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